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株式会社 構造ソフト 
 今月のイチオシ  
 

拡張情報             Q&A（適判等からの指摘事例） 

「MOKUZO.Designer」（Ver.1.04） ・・・P1  「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A  ・・・P5 
 
 

◆「MOKUZO.Designer」（Ver.1.04） 

・建物の塔屋を指定できるようにしました。 

2019年 4月にリリースした「MOKUZO.Deisnger」（Ver.1.04）で建物の塔屋を指定できるようにしました。「物件の新規作成」画面で、塔屋

階数を含めた全階数と塔屋階数を指定することで、塔屋階名を PHPR として基準グリッドが用意されます。 

 
建物規模は、塔屋を含めた全層数を指定します。 
ここでは、３階建てを指定します。 

塔屋階数を指定します。 
ここでは１を指定します。 

塔屋階名を PHRFとして基準
グリッドが用意されます。 

【軸組図】  
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・塔屋階の部材の配置は、一般階と同じように配置します。 

塔屋階に配置する柱・壁・横架材などは、一般階と同じようにマウス配置できます。 

 

塔屋階 

 
 
塔屋階にも用途を配置することで、建物の延べ面積に考慮することができます。 
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【軸組図】 

【伏図】  
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・塔屋を考慮して計算ルートを判定します。 

計算ルートを判定する際には、塔屋を考慮します。 

階数は全階数から塔屋の階数分を除いた値とします。また、高さと軒高には塔屋の高さを含めません。延べ面積には塔屋部分も含めます。 

 

階数、高さ、軒高は塔屋を無視した値です。 

延べ面積は塔屋部分を含めた値です。 

 

 

・塔屋階の地震力は震度 K＝1.0 として計算します。 

塔屋階の地震力は震度 K＝1.0 とし、（建物重量）×（震度 K）で計算します。 

 

塔屋階の Qi＝K×ΣWi＝1.000×11.93[kN] 
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・風圧力を算定するための高さは塔屋階を無視した高さで計算します。 

建築物の高さと軒の高さの平均値 Hは、塔屋階を無視した高さとします。 

 

（6.378＋5.900）÷2≒6.14[m] 
 

 

 

・塔屋に配置した柱、鉛直構面、横架材の検討も行います。 

許容応力度計算では、塔屋階の地震力および風圧力も計算し、塔屋階に配置した柱、鉛直構面、横架材の検討も行います。 
 

・四号建築における塔屋の取り扱い 

四号建築においては、塔屋に配置した柱や筋かいに対して、柱細長比・小径の確認や筋かい仕口の確認を行います。 

 

 
四号建築の必要壁量の検討および四分割法の検討は、行いません。 
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◆「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：Ｓ造柱の二軸曲げ検定を行うように指摘された 

Ｑ．適合性判定機関より、Ｓ造柱の断面計算について、二軸曲げ検定を行っているか指摘を受けました。手計算で確認したところ、手計算と出力さ

れている検定比が一致しませんでした。例えば、以下の出力の(NL+NER)の柱頭のＸ方向で確認すると、以下となります。 

検定比＝Nd/Na＋Mdx/Max＋Mdy/May＝70/7588＋63/965＋74/965＝0.15 

計算書の検定比は 0.08 と出力されており、値が一致しません。 

「BUILD.一貫Ⅴ」では二軸曲げ検定を行っていますか？ 行っている場合はどのような計算を行っているのでしょうか？ 

 
 

A．二軸曲げ検定を行っています（Ｓ造柱は、常に二軸曲げ検定を行っています）。Ｘ方向加力時は、Ｘ方向加力時のＸ方向応力とＹ方向応

力を使って二軸曲げ検定を行い、Ｙ方向加力時は、Ｙ方向加力時のＸ方向応力とＹ方向応力を使って二軸曲げ検定を行うので、断面計算

結果に出力しているＸ方向のMd,Ｙ方向のMd を使って、二軸曲げ検定をしているわけではありません。 
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ご質問の出力の場合は、Ｘ方向加力時(NL+NEL時)のＹ方向曲げ応力（設計応力Mdy）は、以下となります。 

Mdy＝ML+MEL’＝10+(-1)=9 

  

従って、Ｘ方向の二軸曲げ検定比はＸ方向加力時のＸ方向応力とＹ方向応力を使って、以下の計算となり、出力結果と一致します。 

検定比＝Nd/Na＋Mdx/Max＋Mdy/May＝70/7588＋63/965＋9/965＝0.08 

なお、計算書の「Ｓ造柱の断面計算結果詳細出力」では、各荷重ケースの設計応力を出力していますので、どのような設計応力で二軸曲げ検

定が行われているかを確認することができます。 

【例】 「Ｓ造柱の断面計算結果詳細出力」 ・・・ 赤枠で囲んだ部分が上記の例でに関係する箇所 

               
※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判定等からの指摘事例の Q&A を 140件以上、通常の Q&A を 3250件以上掲載していま

すので、ご活用下さい。なお、Q&A の閲覧にはサポート会員登録が必要です。 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html
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